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広報 平成 28 年

３

断水（給水支援と復旧作業の様子）

　寒波の影響による水漏れなどのため、配水池の水位が
急速に低下し、上水道の供給ができない状態となり、１
月27日（水）午前10時から千代田地域の八重地区・壬生
地区で断水を実施しました。断水区域の皆さまには、大
変ご迷惑をおかけしました。２月２日（火）午前0時まで
の期間、陸上自衛隊や日本水道協会広島県支部（県内市
町）などから給水・復旧支援を頂きました。多数の皆さ
まから多大な人的、物的支援を頂戴しましたことをこの
場をお借りし、厚くお礼を申し上げます。
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お知らせ
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断
水

【期　　間】  平成28年１月27日(水)　午前10時から
　　　　　　平成28年 2月 ２日(火)　午前0時まで

【区　　域】  北広島町八重地区と壬生地区の給水区域全域
【世　　帯】  2,067世帯
【人　　口】  4,572人
【給水支援】  給水所6か所ほか病院などへの支援
　　　　　　給水車　陸上自衛隊第13旅団　のべ18台
　　　　　　日本水道協会広島県支部（県内市町）　のべ47台
　　　　　　NEXCO西日本　のべ12台　ほか町リース車
　　　　　　その他、多数の水の支援

【復旧支援】  広島県企業局、㈱水みらい広島
　　　　　　日本水道協会広島県支部（県内市町）
　　　　　　広島県災害時公衆衛生チーム調査班
　　　　　　広島県災害対策本部西部支部ほか　

断水に関するお詫びとお礼

　このたび、八重地区・壬生地区で１月27日10時から断水するという事態を招いてしまい、
町民の皆さまに大変な不自由、ご迷惑をおかけいたしましたことにつきまして、心よりお
詫び申し上げますとともに、町民の皆さまのご協力と町内外からのご支援により、収束で
きましたことを、心から感謝申し上げます。
　今回の断水は、25日から配水池の水位が急速に低下し、町民の皆さまへの給水を停止
せざるを得なくなりました。
　最大６日という期間、水道水が使えなくなったことにより、飲料水はもとより、トイレ
やお風呂などの生活面で、また医療機関や福祉施設、商店、企業など必要な水が使えなく
なり、皆さまに大変なご迷惑をおかけいたしました。
　また、断水の対応におきましては、そのお知らせ方法や時期などについて、町民の皆さ
まから様々なご指摘をいただきました。
　今後早急に今回の災害について、専門家も交えてしっかり原因分析を行うとともに、こ
の経験を今後の災害対策に活かしてまいりたいと考えております。
　なお、この度の断水に際しまして、町内の行政区長、民生委員、民間企業、自衛隊、広
島県をはじめ、日本水道協会加入の市町など、多数の皆さまから人的、物的支援をいただ
きました。心からお礼を申し上げますとともに、あらためまして町民の皆さまに深くお詫
びを申し上げます。
　　　平成28年２月２日

北広島町長　箕野 博司
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▲災害派遣要請に応えた陸上自衛隊
第 13 旅団による給水支援

▼日本水道協会広島県支部
（県内市町）からの給水支援

▲夜間の給水対応として役場本庁では
夜 10 時まで給水所を開設しました

▲技術支援を仰ぎながら復旧に向けての
作業計画を順次たてていきました

▼給水所では 6 日間の給水期間でのべ 1,477 人
（本部調べ）の方々に飲料水をお配りしました

▼ブロック割をしたうえで試験通水を
繰り返しながら復旧作業を進めていきました

断水
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　問上下水道課 　IP☎０５０－５８１２－１８６１　

▼救援物資を給水所や児童・高齢者福祉施設などへ
お届けしました

　
平
成
28
年
１
月
中
旬
か
ら
の
冷
え
込
み
は
、「
10
年
に

一
度
」
の
大
寒
波
で
、
特
に
１
月
24
日
は
、
北
広
島
町
千

代
田
気
象
観
測
所
に
お
い
て
、最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
９・

１
℃
、
最
高
気
温
も
マ
イ
ナ
ス
４・
３
℃
と
、
こ
の
冬
一

番
の
記
録
的
な
低
温
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
断
水
に
関
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
影
響
が
あ
っ
た

か
は
、
今
後
の
検
証
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

▲関係機関を交えた災害対策本部会議

　このたびの断水では、たくさんの市町や事業所、団体の方からの人的、物的支援を頂きました。
　お水やお茶の提供や給食・入浴・トイレ用水の提供などのサービスを頂いた事業所の皆さま、
ありがとうございました。互助の精神でご協力いただいたすべての方々に感謝申し上げます。

　断水前及び断水後に行った水漏れ調査の結果、水漏れ箇所が6か所発見されました。その他、
町民の皆さまからの通報が18か所で、2月11日現在、合計24か所が確認されています。ただ、
いずれも急速な水位低下の原因に直接結びつくような大規模なものではありませんでした。
　今後は、復旧に際し助言・指導いただいた専門家の方々や水道事業を支える各種技術者からの
ご意見も頂きながら、原因究明ならびに検証を行ってまいります。取りまとめ次第、町民の皆さ
まにご報告いたします。
　今後も水道事業の本旨である、安心安全でおいしい水の安定供給並びに断水事故の再発防止に
努めてまいります。
　なお、現在も気温の低い日が断続的に続いておりますので、凍結破損防止の対策をして頂き、
引き続き節水へのご協力もお願いいたします。また、水漏れ箇所を発見された場合には、上下水
道課までご一報くださいますようお願いいたします。

断水
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平
成
27
年
度
地
域
町
政
懇
談
会
を
昨
年

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
町
内
４
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
町
政
懇
談
会
は
、
町
か
ら
昨

年
10
月
30
日
策
定
の
『
北
広
島
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
北
広
島
町
総
合
戦
略
』
の
説

明
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
政
全
般

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
会
場
に
お
い
て
積
極
的
に
質
問
や
意
見

が
だ
さ
れ
、
町
長
や
担
当
課
長
が
回
答
し

ま
し
た
。
今
回
は
豊
平
地
域
及
び
大
朝
地

域
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。（
芸
北
地
域
及
び
千
代
田
地
域
に

つ
い
て
は
別
号
で
掲
載
し
ま
す
）

問
企
画
課 

政
策
立
案
室

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

※　【問】… 意見・質問
　　【答】… 回答・対応状況

【
問
】ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て

　
町
外
在
住
の
本
町
出
身
者
は
、
ふ
る
さ

と（
北
広
島
町
）の
活
気
づ
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
、
町
も
ふ
る
さ
と
寄
附
を
お
願
い

さ
れ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
町
の

財
源
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
の
で
、

も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
寄
附
の
現
状
を
教
え
て
ほ

し
い
。

【
答
】 

本
町
の
ふ
る
さ
と
寄
附
額
は
平
成

26
年
度
で
約
６
０
０
万
円
、
今
年
度
で
は

現
在
で
約
１
５
０
０
万
円
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
平
成
27
年
６
月
か
ら
寄
附
に

対
す
る
お
礼
の
段
階
を
４
段
階
増
や
し
、

１
万
円
以
上
は
２
千
円
、
３
万
円
以
上
は

６
千
円
、
５
万
円
以
上
は
１
万
円
、
10
万

円
以
上
は
２
万
円
程
度
と
し
、
ま
た
お
礼

の
品
物
の
数
も
随
時
増
や
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
も
町
外
に
出
て
お
ら
れ
る
方

に
ふ
る
さ
と
寄
附
の
お
話
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】ふ
る
さ
と
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

家
庭
・
社
会
・
学
校
の
３
者
が
一
体
と

な
っ
て
初
め
て
子
ど
も
へ
の
素
晴
ら
し
い

教
育
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
も
見

守
り
を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
環

境
・
社
会
教
育
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
説
明
に
あ
り
ま
し
た
川
遊
び
に
つ

い
て
実
現
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

で
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
現
在
、
来
年
度
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
を
本
町
に
取
り
入
れ
て
い
く
た

め
の
検
討
を
予
算
も
含
め
行
っ
て
お
り
ま

す
。
全
て
の
地
域
に
設
置
す
る
と
い
う
こ

と
は
難
し
い
の
で
、
最
初
は
旧
町
単
位
で

１
人
な
い
し
２
人
ぐ
ら
い
の
隊
員
を
設
置

す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】若
い
人
達
の
行
政
へ
の
関
与
に
つ
い
て

　
若
い
人
達
が
主
体
的
に
動
い
て
も
ら
え

る
よ
う
に
行
政
を
進
め
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
達
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
吸
い
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

若
い
人
達
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
の
で

き
る
組
織
を
行
政
の
な
か
に
作
れ
ば
良
い

と
考
え
ま
す
。
町
は
若
い
人
達
に
対
し
て

ど
う
取
り
組
も
う
と
思
わ
れ
て
い
る
か
お

聞
き
し
た
い
。

【
答
】 

今
回
の
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
な

か
で
も
若
い
方
達
の
意
識
や
考
え
方
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
反
映
さ
せ
て
お

り
ま
す
。
ご
意
見
い
た
だ
い
た
よ
う
に
若

い
方
達
の
意
見
を
入
れ
た
り
、
参
画
い
た

だ
け
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
と
い
う
の
は

非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
商
工
会
青
年
部
な
ど
は
非
常
に
活
発

に
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
も
っ
と
若
い

方
達
の
参
画
な
り
意
見
と
い
う
も
の
を
吸

い
上
げ
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
町
長
も
教
育
長
も

賛
同
さ
れ
地
域
の
人
達
の
協
力
も
得
て
実

現
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を
大
朝

に
限
ら
ず
全
町
に
広
げ
ら
れ
、
ふ
る
さ
と

教
育
と
し
て
活
か
し
て
い
け
ば
、
町
外
の

人
達
が
北
広
島
町
の
学
校
に
行
か
せ
た
い
、

北
広
島
町
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
答
】
ふ
る
さ
と
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

き
ま
し
て
、
大
変
ご
理
解
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
各

小
学
校
に
お
い
て
地
域
の
特
色
を
活
か
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
達
を
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
紙
な
ど

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
も
し
っ
か
り
子
ど
も
達
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　【
問
】集
落
支
援
員
と
協
力
隊
に
つ
い
て

　
総
合
戦
略
の
地
域
づ
く
り
の
と
こ
ろ
で

集
落
支
援
員
・
協
力
隊
と
表
記
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
教
え
て
ほ

し
い
。
地
域
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、

協
力
隊
を
各
地
域
全
て
に
設
置
さ
れ
る
の

か
教
え
て
ほ
し
い
。

【
答
】 

現
在
本
町
に
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
」
と
し
て
２
人
が
芸
北
地
域
で
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

地
域
町
政

懇
談
会
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◉消防庁長官表彰（永年勤続功労章）
小野 八郎 二井 博幸

◉広島県知事表彰（優良団員表彰）
梅田 哲治
上田 俊則

大地 喜代志
清見 宣正

岡本 英俊
織田 陽道

保本 和文
井村 昌司

河野 靖彦
斉藤 茂樹

◉広島県消防協会会長表彰（功績章）
玉理 洋二 上田 俊則 村竹 勝彦 香川 敏行

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 25 年）
植田 伸二 片岡 英昭 出上 康昭 杉本 隆則 近藤 正英
島田 英樹 洲浜 正文 寺本 秀行 田村 直久 宮庄 剛
上長者 和則 中村 省吾 桑本 栄治 山本 一久 庭田 茂
大亀 義夫
佐々木 靖

鈴木 俊昭
野田 武

仲野 吉也 増田 三四一 中谷 均

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 20 年）
𨦺口 雅之 石川 一義 伊藤 正 田村 慎一 片桐 信幸
岡本 隆男 道廣 伸太郎 隅岡 忠司 脇本 匠 川角 勝則
四俵 昭久 大内　哲治 山根 太 鈴木 栄治　 伊藤 剛志
橋本 匠 小畑 隆浩　 中川 裕次　 土井 孝行 横竹 信行
大平 誠 藤田 一彦 山田 和彦 佐藤 修作 浅香 潤観
上川 信欽

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 15 年）
表崎 崇樹 松本 徹 中束 善弘 上新 司 河野 伸二
宮本 清六 藤井 真吾 山田 健二 櫻井 辰彦 岡田 隆博
平石 拓也 三浦 一正 碓井 謙治 岡本 洋平 伊藤 久宜
小野 晃
菅田 淳
高次 清

森長 健文
加藤 和晴
立道 剛

水川 竜次
深井 耕司
國芳 顕

中本 一慶
古川 真
塚本 勉

高松 巌雄
立川 忍
佐々木 賢治

◉広島県消防協会山県支部長表彰（功績章）
宮崎 英二 村竹 明治 小田 正和 森脇 道男 古川 秀美
斉藤 茂樹

◉広島県消防協会山県支部長表彰（表彰章）
山 秀男 齋藤 智彦 四方城 勝法 田村 直久 小畑 克行

神田 浩二 高下 雅史 岡崎 敏美

　

１
月
10
日
（
日
）、
千
代
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、年
頭
行
事
の
「
平
成
28
年
消
防
出
初
式
」

を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
式
辞
で
は
、
箕
野
町
長
が
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
む
け
た
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
出
初
式
の
中
で
、
消
防
団
活
動
に
あ
っ
て
特
に
功

績
の
あ
っ
た
団
員
や
、
永
年
に
わ
た
り
勤
務
を
さ
れ

た
団
員
に
対
し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
多
く
の
ご
来
賓
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
日
頃
の

消
防
防
災
活
動
に
対
す
る
お
礼
の
こ
と
ば
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
消
防
職
員
や
消
防
団
員
の
隊
列
と
と
も
に
消
防
車

両
16
台
に
よ
る
分
列
行
進
の
後
、
15
本
の
筒
先
か
ら

一
斉
に
放
水
を
行
い
、
新
年
に
ふ
さ
わ
し
く
勢
い
の

あ
る
水
し
ぶ
き
を
上
げ
ま
し
た
。

　
冷
た
い
空
気
が
肌
を
刺
す
よ
う
な
寒
さ
の
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
消
防
関
係
者
約
３
０
０
人
が
参
加

す
る
盛
大
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

橋
本
寅
夫
団
長
か
ら
団
員
に
向
け
、「
地
域
に
対

す
る
気
配
り
を
大
切
に
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
訓
練
に
よ
り

当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
、
実
践
力

あ
る
消
防
団
と
な
る
よ
う
」
訓
示
さ
れ
ま
し
た
。

問
危
機
管
理
監IP

☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

平成28年  消防出初式
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北広島町消防団では、消防団員を募集しています。
わがまちを災害から守る

〇入団資格
 ・18歳以上の方
 ・町内に居住、又は勤務されている方
 ・心身ともに健康な方
〇身分
　消防団員は、非常勤特別職の地方公務員です。
〇待遇

　
〇活動支援
　消防団協力事業所表示制度
　従業員の消防団活動について積極的に配慮される事業所・団体に対して、町がその社会貢献を
認め「消防団協力事業所表示証」を交付し、広報をしています。
　ぜひ、男女を問わず多くの方が消防団員として入団していただき、北広島町を守るためにお力
をお貸しください。
　くわしくは役場危機管理監へお問い合わせください。
　問危機管理監 IP ☎０５０－５８１２－２１１１

団員の待遇
年額報酬  階級区分に応じ一定の金額を支給
出動手当  訓練や災害に際して出動した場合に支給
退職報償金  一定期間以上勤務して退職した団員に、その団員の勤務年数や階級に応じて支給

公務災害補償  消防団活動における負傷など（死亡・負傷・疾病、障害の状態となった場合）にかかる
 補償制度

被服の貸与  消防団活動において必要な被服を貸与

福利厚生  団員やご家族のため、消防団員等福祉共済制度（入院見舞金・弔慰金・障害見舞金な
ど）に団体加入

平成28年  消防出初式
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　町内各会場で所得の申告相談を実施しています。申告の必要な方は、準備をして各相談会場
にお越しください。
　地区指定をしていますので、できるだけ該当の会場へお越しくださいますようお願いします。
　農業所得の申告をされる方、医療費控除を受けられる方は事前にまとめて会場へお越しくだ
さい。
　日程などくわしくは広報きたひろしま２月号をご覧ください。
問税務課 所得係　IP ☎０５０－５８１２－１８５２

～受け付けは、３月15日（火）まで～

◎税務署 で申告相談される方は･･･
　基町クレド・パセーラ11階 「NTT ク レ ド ホ ー ル」  （広島市中区基町6番78号 県庁前）
　午前９時から午後５時（受付は午後４時まで）※くわしくは左のページをご覧ください。
問広島北税務署　☎０８２－８１４－２１１１（ガイダンスで０

ゼロ
を押す）

　《国税庁のホームページ》　http://www.nta.go.jp/

得の申告所 所得の申告相談受付中

３Ｒチェックシート～ごみの減量化にご協力ください～
　「３Ｒ」とは、ごみを減らすキーワードです。

　現在、ごみ処理には多くの費用が発生しています。みなさんの協力によりごみが減れば、ご
み処理に係る費用やエネルギーの削減を図ることができます。限りある資源を守るため、ごみ
を減らし、環境を大切にしたまちと暮らしの実現を目指しましょう。

朝
□ 朝食を残さず食べる
□ 拭き掃除は使い捨てのペーパーでなく雑巾を使う

昼

□ メモ用紙は裏紙を使う
□ 昼食を残さず食べる
□ 割りばしでなくマイ箸で昼食
□ ドリンクは使い捨てでないコップを使う

夕

□ 買い物前に冷蔵庫チェックをして、買いすぎを防ぐ
□ マイバックを持参
□ まとめ買いをせず、使い切れる、食べきれる分だけ買う
□ 詰換えの商品やくり返し使える商品を選ぶ
□ 過剰包装を断る

夜
□ 夕食を残さず食べる
□ 生ごみはひと絞りして水を切ってから捨てる
□ 紙パックやトレーを捨てずに洗ってリサイクルに出す

問町民課 環境管理室  　IP☎０５０－５８１２－１８５４

　リデュース：発生抑制　リユース：再使用　リサイクル：再利用
　（Reduce）　　　　　（Reuse）　　　　（Recycle）

　下のシートは、一日の暮らしの中で簡単に取り組める３Rのチェックシートです。
一日に全てでなく一つでも意識することによって、あなたの生活がエコにつながります。
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ご注意ください

場所　　　「ＮＴＴクレドホール」基町クレド・パセーラ 11 階
　　　　　　広島市中区基町６番 78 号　広島県庁前

※２月 16 日（火）から３月 15 日（火）の期間は、広島北税務署内に申告会場を設けておりま
　せんのでご注意ください。
※申告会場では現金納付の受付は行っておりませんので、申告相談時に納付書をお受け取りにな
　り、お近くの金融機関にて納付してください。
※申告会場には駐車場がありませんので、来場の際には公共交通機関をご利用ください。
※申告期限間近になると会場内が大変混雑しますので、お早めに申告されることをお勧めします。

 広島北税務署からのお知らせ 

問 　広島北税務署　☎０８２ｰ８１４ｰ２１１１

設置期間　平成28年２月16日(火)から平成28年３月15日(火)まで

◆申告会場は大変混み合います。
   申告書の作成はご自宅で！便利で簡単！国税庁ホームページの
　「確定申告書等作成コーナー」を利用して郵送で提出！！

◆申告会場の開設日程

◆平成27年分 確定申告の相談及び申告書の受付期間

所得税 及び

復興特別所得税

平成 28 年２月 16 日 ( 火 ) から

平成 28 年３月 15 日 ( 火 ) まで
　　※還付申告については、平成 28 年１月１日以後、
 　　提出することができます。

消費税 及び

地方消費税
平成 28 年３月 31 日 ( 木 ) まで

※平成 27 年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、２月 16 日（火）から３月 15 日（火）
までですが、土・日曜日は税務署の閉庁日であり、申告の相談及び窓口での申告書の受付は行っ
ておりませんので、ご注意ください。
　なお、２月 21 日と２月 28 日の日曜日に限り、確定申告の相談を行います（ただし、税務署
では執務を行っておりません）。
　おって、申告書は、郵送等又は税務署の時間外収受箱への投函により提出することができます。

相談時間　午前９時～午後５時　（受付は午後４時まで）

●

ひろしま美術館● ●広島市民病院

●

紙屋町バス停

駅島広 至   ○停スバ町屋紙○駅島広西 至

○

至 広島駅

本

川

広島城

城南通り

●

リーガロイヤル

ホテル広島●

県立総合体育館

アストラムライン

県庁前駅（地下）

広島中郵便局

バスセンター

●

広島県庁

基
町
ク
レ
ド

紙屋町東電停原爆ドーム前

鯉

城

通

り

至 宇品

そごう広島店●

紙屋町バス停
紙屋町西電停

NTT クレドホール
基町クレド・パセーラ 11 階
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平成 28 年３月 22 日（火）から
広島西年金事務所が移転します

　このたび日本年金機構広島西年金事務所は移転することになりましたので
お知らせします。

移 転 先 住 所　　　〒733－0833　　　

　　　　　　　　　　広島県広島市西区商工センター2－6－１

　　　　　　　　　NＴＴコムウェア広島ビル1階

新 電 話 番 号　　　（082）535－1505（代表）

新ＦＡＸ番号　  　  （082）535－1506

　　　　　　　　　　※３月22日からご利用いただけます。

業 務 開 始 日　　　平成28年３月22日（火）

アクセス

【電車でお越しの場合】
　ＪＲ山陽本線
　「新井口駅」
　広島電鉄宮島線
　「商工センター入口駅」
　　　　下車　徒歩10分

【バスでお越しの場合】
　「サンプラザ前停留所」
　　　　下車　徒歩１分
　「アルパーク東棟１階
　　バスターミナル」
　　　　下車　徒歩５分

【駐車場】
　有　
　※台数に限りがありますので
　　できるだけ公共交通機関を
　　ご利用ください。　

10Public Relations Kitahiroshima
2016.3 



ハンセン病にかかったことはありませんか？

　過去にハンセン病にかかったことのある方には、国から補償金（和解一時金）が支払われます。
　　※ 既に亡くなられた方も対象となります。
　　※ 療養所に入所したことがない方も対象となります。
　補償金の対象者ではありませんか？
　　※ すでに国から補償金（和解一時金）を受け取った方は、対象とはなりません。
　　※ 対象者がお亡くなりになられている場合は、ご遺族（法廷相続人）にお支払いしています。

　期限が迫っています！ 訴訟の手続きが必要ですので、余裕をもってご相談ください。
　　手続期限：平成28年３月31日(木）

　問相談窓口
　　・ 厚生労働省（難病対策課）　　　    ☎０３－５２５３－１１１１（内線２３６９）

　　　⇒「ハンセン病の補償金について」とお伝えください。担当者が対応いたします。

～補償金の申請手続期限（平成28年3月31日）が迫っています～
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健　
康
　
信
通

第131回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

心
が
け
よ
う
！
耳
の
健
康
と
衛
生
チ
ェ
ッ
ク

楽しむ拠点コース
筋トレ、ウォーキング、球技などを楽しみます。
日時 毎週月曜日 午前9時30分～11時30分
会場 千代田運動公園体育館 
参加費 100円 

水の拠点コース
温水プールで水中ウォーキングなどを楽しみます。
日時 ３月25日（金） 午後２時～３時
会場 温水プールSuiSui（スイスイ）
参加費 100円 
＊どなたでも参加できます。お誘い合わせ
　てお越しください。

 

耳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
定
期
的
に

　
耳
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上

で
、
外
部
か
ら
音
の
情
報
を
得
る
た
め

の
大
切
な
器
官
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
耳

の
健
康
維
持
に
つ
い
て
は
、「
聞
こ
え
」

が
悪
く
な
っ
た
り
、
症
状
が
出
る
ま
で
、

あ
ま
り
気
に
し
な
い
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
耳
の
病
気
に
は
、
あ
る
日
突
然
原
因

不
明
で
片
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
る「
突

発
性
難
聴
」や
、
耳
の
奥
に
炎
症
を
起

こ
す「
中
耳
炎
」、「
内
耳
炎
」な
ど
、

早
め
に
治
療
し
な
い
と「
聞
こ
え
」の

レ
ベ
ル
が
下
が
っ
た
ま
ま
に
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
耳
の
健
康
に
つ
い
て

定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
３
日
は
、

　
　
　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
が
定
め
る「
耳
の
日
」で
す
。

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
耳
鼻
咽
喉
科
に
受
診
を

　
耳
の
不
調
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
耳

鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・
耳
が
塞
が
っ
た
感
じ
が
す
る

・
音
が
響
い
て
聞
こ
え
る

・
め
ま
い
が
す
る

・
耳
鳴
り
が
す
る

・
耳
が
痛
い

・
普
段
と
違
う
耳み

み
あ
か垢
が
と
れ
る

耳
の
掃
除
を

　
　
正
し
く
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
耳
の
掃
除
を
す
る
と
き
に
は
、
次
の

点
に
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
耳
の
掃
除
の
目
安
と
し
て
、
２
～
３

週
間
に
１
回
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
耳
垢
に
は
皮
膚
を
保
護
し
た
り
、
虫

の
潜
入
を
防
ぐ
役
割
も
あ
る
の
で
、
掃

除
し
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
耳
の
掃
除
に
は
、
耳
か
き
や
綿
棒
を

使
い
ま
し
ょ
う
。
耳
掃
除
用
で
な
い
も

の
を
使
う
と
外
耳
道
を
傷
つ
け
て
し
ま

い
ま
す
。

　
使
用
後
の
耳
か
き
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

が
含
ま
れ
た
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で

拭
く
な
ど
し
て
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

ペ
ン
立
て
に
挿
し
て
お
く
な
ど
す
る
と

雑
菌
が
繁
殖
し
て
不
衛
生
に
な
り
ま
す
。

「
聞
こ
え
」を
悪
く
す
る
生
活
に

　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
し
よ
う

　
耳
の
病
気
が
な
く
て
も
、
大
き
な
音

を
長
時
間
、
聞
き
続
け
る
こ
と
や
、
疲

労
や
過
度
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
聴
力
が

低
下
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
正
常
な

「
聞
こ
え
」を
保
つ
に
は
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
よ
う
。

・
大
き
な
音
が
す
る
場
所
や
、
ヘ
ッ
ド

　
ホ
ン
の
大
音
量
は
避
け
る

・
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

・ 
年
に
１
回
は
「
聴
力
検
査
」
を
受
け

る
・
良
質
な
睡
眠
（
休
養
）
を
と
る

・
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

　
生
活
を
続
け
る

快
聴
な
生
活
を
送
ろ
う　
　
　
　

　
　
　
耳
鳴
り
や
難
聴
は
、
そ
れ
自
体
が
命

の
危
険
に
か
か
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
気
に
な
っ
て
眠
れ
な
く
な
っ

た
り
、
仕
事
や
勉
強
に
集
中
で
き
な
く

な
っ
た
り
と
、
日
常
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
、
心
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
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宮
みやふじ

藤詩
う た お

夫さん　（豊平地域在住）

　

　お元気サポーターとして介護予防教室
に参加する事で、自分自身も元気で過ご
したいと強く思っていました。身だしな
みを気にしたり、いろいろなことをもっ
と学びたいという意識が強くなりました。
　介護予防教室に参加する時は、自分か
ら積極的に挨拶をすることを心がけまし
た。緊張した様子で参加されていた方た
ちの表情が、次第に穏やかになられたこ
とが嬉しかったです。
　どんな目的でも「出かけること」は体
を動かして人と会って話をして元気にな
れると思うので、できることはサポート
させてもらいます。

こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

「
お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
」が

活
動
さ
れ
て
い
ま
す

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

　
今
や
っ
て
い
る
自
分
の
仕
事
や

役
割
を
果
た
す
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
で
行
う
、
こ
の
よ
う

な
日
々
の
活
動
の
積
み
重
ね
が
、

全
て
介
護
予
防
の
取
り
組
み
で
す
。

　

毎
日
ひ
と
つ
目
標
を
決
め
て
、

意
識
を
し
て
、
あ
き
ら
め
ず
に
楽

し
く
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
住
み
慣
れ
た
北

広
島
町
で
安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
高
齢
者
と
共
に
元
気
に
活
動

し
て
く
だ
さ
る「
お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
」

さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。

　
町
が
実
施
す
る
介
護
予
防
教
室
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
高

齢
者
の
活
動
を
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
１
９
７
人
の
方
が
町
内
各
地
で
活

動
中
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
自
身
の

介
護
予
防
活
動
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

　
お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
介
護
予
防

活
動
に
関
心
が
あ
る
元
気
な
北
広
島
町

民
で
、「
お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」を
受
講
し
、
登
録
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
予
防
と
は「
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
こ
と
」ま
た「
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪

化
し
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
」で
す
。

　
今
後
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
す
す

む
に
つ
れ
て
、
地
域
の
中
で
お
互
い
に

問
・
相
談
先　

北
広
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
保
健
課 

地
域
介
護
係
）

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録

支
え
あ
う
身
近
な
つ
な
が
り
が
、
ま
す

ま
す
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
「
地
域
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
み
た

い
」「
介
護
予
防
の
活
動
っ
て
ど
ん
な

こ
と
だ
ろ
う
」な
ど
の
関
心
や
熱
意
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま

し
ょ
う
!!

　
（
平
成
28
年
度
の「
お
元
気
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」は
、
日
程
が
近
づ
き

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

お元気サポーターさんの声

介護予防教室のサポートや男性料理
教室の運営をされています。
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～「命の授業」を行いました～
　昨年度から町内の中学３年生を対象に、助産師・保健師と子育て中のお母さん・
赤ちゃんを先生に迎え、「命の授業」を行っています。
　助産師による妊娠・出産・育児に関する学習に加え、実際に妊娠・出産を経験した子育て
中のお母さんから体験談や子育てに対する思いなどを話してもらいました。
　授業の最後には、赤ちゃんと触れ合える時間を設け、実際に赤ちゃんを抱っこしたりあや
したりする積極的な姿も見られました。ご協力いただき、ありがとうございました。
　授業を受けた生徒の感想を紹介します。

　◎命の授業の感想 　女子（人） 　男子（人） 合計（人）
１　良かった 104 81 185
２　もっと聞きたかった 19 10 29
３　面白くなかった ０ １ １
４　いやだった １ １ ２
５　よくわからなかった ２ ７ ９
６　自分を大切な存在だと感じた 53 40 93
７　将来は子育てをしたいと感じた 57 38 95

命の授業アンケート集計結果（アンケート回収：女子 110 人、男子 100 人、計 210 人）

（複数回答可）

問福祉課 子育て支援室  IP☎０５０－５８１２－１８５１

　【良かった理由】 
・命の大切さがわかった 
・子育ての大変さがよくわかったから
・私もいつかお母さんになりたいと思った

　【自分を大切な存在だと感じた理由】 
・ とても低い確率で産まれてきたので、自分

を大切な存在だと感じました
・ 自分が生まれたのは奇せきなんだと分か

り、自分を大切にしなきゃと思いました

　【お母さんの話を聞いて感じたこと】
・ つわりなど、個人差があり、つらいけど、

（赤ちゃんが）生まれてくれたときの感動
は、本当にすごいものだと、改めて感じました

・ 今まで育ててくれた両親に感謝しなくては
いけないなと思うことができた

・ お母さんは、とても大変だということを改
めて思った

　【将来は子育てをしたいと感じた理由】
・ 子育ては大変だけど楽しいこともいろいろあることが分かって、してみ

たいと思いました
・つらいことも知ったのですが、それ以上のことを感じたいと思ったから
・ お母さんたちの話の中で、（赤ちゃんが）生まれてきた時本当に幸せ

だったと感じたと話されていたし、話をしている時の表情も幸せそう
だったから

・ 将来は自分は子どもを産む立場ではないけれど、しっかりサポートして
子育てを手伝いたいと思いました

　【助産師の話を聞いて感じたこと】
・自分は先の事だと思っていたけど考え直させられました
・お父さんやお母さんだけでは大変だから、私も手伝おうと思いました
・子育ては、みんなでする 
・ （卵子は）ボールペンの点より小さかったのに、ここまで大きくなったこと
・自分達が一人ひとり大切な存在であることを学んだ 
・男性の人たちでも、赤ちゃんを育てるのは、無関係ではないということ
・ 子育て＝自分のやりたい事を削るというのは確かにそう思いますが、子

どもが幸せになれるのなら、自分のしたいことを削っても苦にならない
と思いました

（一部抜粋）

                ヘアメニュー（税抜）

                ■カット　　    ￥2,000 
                ■シャンプーカット ￥3,000 
                ■カラー      ￥3,500～

                ■香草カラー    ￥4,500～

                ■パーマ      ￥4,000～等

北広島町春木 960-7

☎0826-72-0324
 

 

SEA GULL. 

○日・祝【完全予約制】休

○月～金　9:00～19:00
　　土　　9:00～18:00

営

代表　平江　勇一

シーガル新しくできた隠れ家サロン
広告

14Public Relations Kitahiroshima
2016.3 



　
　～障がいを知り、共に生きる　　　　～　　

　難聴・補聴器よろず相談会

問福祉課 地域福祉係  IP☎０５０－５８１２－１８５１

　３月３日の“耳の日”にあわせ、日本耳鼻咽喉科学会広島県地方部会及び広島県耳鼻咽喉科
医会の主催で「難聴・補聴器よろず相談会」が開催されます。
　予約は不要で、相談は無料です。「聞こえ」に関することなら、何でもお気軽にご相談ください。
　
　　【日時】3 月 6 日（日）
　　　　　　　受付時間　午前 10 時から正午まで
　　【場所】北広島町役場２階会議室
　　　
　　　※耳鼻咽喉科の医師が、難聴や補聴器に関するご相談にお一人ずつ応じます。
　　　※聴力検査を行います。（希望者のみ）
　　　※補聴器の試聴、調整を行います。（希望者のみ）
　　　　　（注）補聴器の販売や修理は行いません。

ふるさと寄附金・お礼の品の協力事業者を募集しています
　北広島町へふるさと寄附金（ふるさと納税）をしていただいた寄附者の方へ特産品などを提供・
送付する協力事業者を募集しています。

●ふるさと寄附金（ふるさと納税）とは
　応援したいと思う地方公共団体に対して寄附を行った場合、寄附金額の 2,000 円を超える部
分について所得税や住民税が軽減される制度です。

●ふるさと寄附金・お礼の品の贈呈（北広島町特産品贈呈事業）とは　
　北広島町でのまちづくり、地域活性化、伝統文化の保存といった活動に対して、応援をしてい
ただいたことにお礼の意味を込めて、寄附をされた方に北広島町の特産品などをお返しする事業
です。あわせて、北広島町の特産品などをお礼の品とすることで、特産品のＰＲ、地域産業の活
性化にも効果を期待しています。お礼の品は協力事業者から直接寄附者へ送付していただきます。

●登録について
　北広島町の特産品や北広島町で頑張っておられる企業などの商品を対象としています。
　寄附された額に応じてお礼の品の額を設定しています。くわしくは役場企画課へお問い合わせ
ください。（下の写真のようなお礼の品が登録されています。左から、芸北せどやま薪セット、そば打ち
体験、神楽面。その他、特産品カタログに紹介しています）

問企画課 地域振興係 IP ☎０５０－５８１２－１８５６
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マイナンバーの利用が始まっています！
　平成28年１月から役場での手続きについて、マイナンバー（個人番号）の記
入が必要となっています。役場窓口でマイナンバー（個人番号）の記入が必要
となる場合、「個人番号カード」または「通知カード」をご持参ください。なお、
窓口では本人確認が必要ですので、本人確認書類※をご用意ください。

１月から以下の手続きで「個人番号カード」「通知カード」が必要です。

※本人確認書類
　・１点のみの提示でよいもの（顔写真付きの身分証明書）
　　 運転免許証・障害者手帳・パスポートなど
　・２点以上の提示が必要なもの（顔写真付きの身分証明書をお持ちでない方）
　　健康保険証・介護保険証・年金手帳・学生証・母子手帳など

窓口 業務内容

町民課

住所異動の手続き
戸籍届出の手続き（氏名に変更が
ある場合）
国民健康保険の各種手続き
後期高齢者医療の各種手続き
子ども医療の各種手続き
重度心身障害者医療の各種手続き
ひとり親家庭医療の各種手続き

税務課
償却資産申告の手続き
町税減免の手続き

保健課

介護保険の各種手続き
妊娠届の手続き
未熟児養育医療の各種手続き
低体重児出生届の手続き
予防接種に伴う健康被害救済給付
の手続き

窓口 業務内容

福祉課

保育施設等の入所申込に関する各
種手続き
児童手当の各種手続き
特別児童扶養手当の各種手続き
児童扶養手当の各種手続き
生活保護申請の手続き
戦没者等の遺族に対する各種給付
金請求の手続き（特別弔慰金等）
身体障害者手帳の各種手続き
精神保健福祉手帳の各種手続き
障害児福祉手当、特別障害者手当
等の申請や現況届等の各種手続き
障害児者等に対する各種障害福祉
サービスの申請手続き
日常生活用具・補装具の支給にお
ける各種手続き
自立支援医療（育成・更生・精神
通院医療）の手続き

「個人番号カード」 「通知カード」
「個人番号カード」で
本人を確認します。

「通知カード」と運転免許証などの
本人確認書類※で本人を確認します。

　＊本人確認書類などについては全て原本となります。

＊くわしくは各担当窓口にお問い合わせください。
問町民課 　IP☎０５０－５８１２－１８５４　
　税務課 　IP☎０５０－５８１２－１８５２
　保健課 　IP☎０５０－５８１２－１８５３
　福祉課 　IP☎０５０－５８１２－１８５１
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きたひろネットセンター問 IP ☎７４４７

きたひろネットの宅内配線工事はお済みですか？

寄せられたご利用者様の声を紹介させていただきます。

　すでに保安器（軒下にある小型の丸い金属製の器具）を設置されている世帯で、まだ宅内配
線工事をされていない場合は、早めに工事を済ませて、きたひろネットサービスの利用を開始
してください。

　上記の表からも分かるように、保安器を設置した世帯の15％強およそ1,000軒がいまだに利
用を開始されていません。
　保安器設置確認書兼報告書により申込者は、供用開始後速やかに宅内工事を実施することと
なっています。５年半が経過します。1日も早い利用開始に努めてください。

保安器設置数
 （世帯）

利用開始数 
（世帯）

　利用率　
（％）

インターネット
 （世帯）

芸　北 1,225 1,060 86.5 419
大　朝 939 727 77.4 282
千代田 3,210 2,767 86.2 1,263
豊　平 1,244 1,016 81.7 339
　計　 6,618 5,570 84.2 2,303

軒下の保安器（平成28年１月31日現在）

ＩＰ電話で町内加入者間は通話料金
が無料だし、この電話で携帯電話や
国際電話もかけられるし、もったい
ないから従来の固定電話は解約させ
ていただいたわよ。

積雪や着氷があってもアンテナのこ
とを気にせんこうに、テレビが見ら
れるけえ安心しとられますよ。

新鮮5の番組なんかで園
児や児童・生徒の様子が
分かってええですのう。

「私の夢・未来」でうち
の孫が出たときにゃ、嬉
しかったですよ。

家族全員スマホだけど家じゃ
Wi-Fiでサクサク快適ですね。
通信量規制も気にしなくていい
しね。（インターネットご契約者様）

神
楽
が
時
々
放
送
さ
れ
ま

す
が
、
子
ど
も
が
二
人
と

も
大
好
き
で
よ
く
見
て
い

ま
す
。
じ
っ
く
り
見
て
く

れ
る
の
で
そ
の
間
に
家
事

も
は
か
ど
り
ま
す
。
市
内

の
友
人
か
ら
、
う
ら
や
ま

し
が
ら
れ
て
い
ま
す
よ
。

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
一
日
を
元
気
に
、
ま

た
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
Ｒ
Ｃ
Ｃ
や
広
島
Ｆ
Ｍ

の
ラ
ジ
オ
放
送
が
聞
け
る
の
も
う
れ
し
い

で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
毎
日
の
定
時
放
送
も

役
立
っ
て
い
ま
す
よ
。

（
音
声
告
知
端
末
の
こ
と
で
す
）

ご利用者様
の声
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

■
３
月
１
日
～
３
月
７
日　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

■
３
月
18
日
～
５
月
５
日　
火
災
多
発
期
特
別
警
戒

春の全国火災予防運動が始まります
平成 28 年３月１日（火）～３月７日（月）

北
広
島
町
の
火
災
傾
向

へ
の
届
出
に
つ
い
て

　

届
出
は
、
た
き
火
な
ど
を
行
う
前
日

ま
で
に
書
面
で
行
い
ま
す
。
や
む
を
得

な
い
場
合
は
電
話
に
よ
る
届
出
も
可
能

で
す
が
、
焼
却
場
所
な
ど
の
詳
細
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
極
力
、
書

面
に
よ
る
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
枯
れ
草
な
ど
を
集
め
た
り
せ

ず
、
広
範
囲
を
一
度
に
焼
却
す
る
場
合

は
役
場
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
暖
か
い
日
が
多
く
な
り
、農
作
業
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
時
季
と
な
り
ま
す
。
北

広
島
町
で
は
例
年
、
あ
ぜ
焼
き
や
ゴ
ミ

焼
き
な
ど
が
原
因
と
な
っ
た
火
災
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
過
去
５
年
の
統
計
で

も
、
64
件
中
36
件（
56
％
）は
、
こ
れ
ら

が
原
因
の
火
災
で
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
季
は
特
に

注
意
が
必
要
で
、
あ
ぜ
焼
き
な
ど
を
行

う
際
は
次
の
点
を
良
く
守
り
、
火
災
ゼ

ロ
の
町
を
み
ん
な
で
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　　
枯
れ
草
な
ど
の
焼
却
に
つ
い
て
、
詳

細
は
、
お
近
く
の
消
防
署
に
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

広範囲を一度に焼却する場合
は役場の許可が必要です

消
防
署

出
張
所

たき火などをする際
は、下に示すことに
注意しましょう。

水バケツなどの消火器具
を準備しましょう

風の強い日、空気が乾燥
してる日は行わない

枯れ草などの焼却は、消
防署に届出が必要です

完全に消えるまで、火の
監視を行いましょう

燃えやすい物の近くでは
行わない

多量に燃やすときは、小
分けして行いましょう
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◎位置情報通知システムについて

　各ご家庭の固定電話や、携帯電話などからの119番通報において、迅速に通報
位置を特定することができる【位置情報通知システム】の運用を開始します。

　このシステムは、119番通報を受け付けると、「通報者の発信位置」を
ディスプレイ地図上に表示させるシステムです。これまでも、携帯電話
などによる119番通報は発信位置を特定していましたが、新システム導
入により、固定電話でも位置の特定が可能となり、今までよりも素早い
災害対応が可能となります。

◎対象となる電話について
　・携帯電話…第3世代移動通信システムを採用する携帯電話、スマートフォン
　・固定電話…電話番号が050で始まるIP電話サービスを除いたもの

固定電話・携帯電話などからの 119 番通報
119 番通報で通報者の位置が分かります

　・携帯電話…携帯電話番号、位置情報 （緯度・経度）
　・固定電話…電話番号、電話契約者氏名、住所

　携帯電話などで通報する際、発信者番号を非通知設定（「184」
に設定）にされている場合、位置情報などが発信されませんが、以
下の場合には強制的に情報を取得することがあります。

平成28年４月１日から運用開始

◎消防本部へ通知される通報者情報について

　
　●緊急に位置情報が必要であると判断した場合
　・人の生命、身体などに差し迫った危険があると認められるとき
　・かつ、通報時の会話で位置を知ることができないとき
　　　　　　　　　　　　↓
　　　契約電話会社から位置情報を取得します

　
　携帯電話などで119番通報した場合、その携帯電話の機種や
電波の受信状態により、通知される位置情報に誤差が生じ、通
報場所の正確な位置を特定できないことがあります。
　119番通報する際は、これまでと同じように、住所や目標物

（建物、橋、交差点など）をお尋ねすることがありますので、
ご協力をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　

通
報
さ
れ
る
方
へ

消
防
本
部
か
ら
の

お
願
い
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北
広
島
町 

定
住
者
の
声

北
広
島
町
に
移
り
住
ん
で
来
ら
れ
た

方
の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
東
京
都
か
ら
、
吉
木
に
移
住

し
て
６
年
目
を
迎
え
る
若わ

か
だ田 

博ひ
ろ
しさ
ん
、

結ゆ
か香
さ
ん
、
鼓こ
た
ろ
う
太
郎
く
ん
の
ご
家
族
で
す
。

●
移
住
の
き
っ
か
け
は
？

　
東
京
農
業
大
学
在
学
中
、
有
機
農
業

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
農
業
の
大
切
さ
と
楽
し
さ
を
知

り
ま
し
た
ね
。
卒
業
後
、
実
家
の
あ
る

広
島
県
内
で
農
地
を
探
す
こ
と
に
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
空
き
家
情
報
を
見

て
、
実
際
に
い
く
つ
か
物
件
を
見
て

回
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
、
北
広

島
町
の
『
空
き
家
バ
ン
ク
』
で
今
の
古

民
家
に
出
会
っ
た
ん
で
す
。
も
と
も
と

は
売
買
物
件
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
家
主
さ
ん
の
ご
厚
意
で
破
格
の
家

賃
の
上
、
農
地
も
借
り
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
。

●
北
広
島
町
の
魅
力
は
？　

　
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
僕
ら
が
来
た
と
き
は
ご
近

所
に
お
子
さ
ん
が
い
な
く
て
さ
み
し

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
最
近
若
い
ご
家

族
の
定
住
で
こ
の
地
域
が
賑
や
か
に

な
っ
て
き
て
る
ん
で
す
。
子
ど
も
の
足

で
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
友
達
の
家
が

あ
る
の
は
、
親
に
と
っ
て
も
安
心
だ
し

う
れ
し
い
こ
と
で
す
よ
ね
。（
結
香
さ
ん
）

●
お
仕
事
は
？　

　
農
業
で
す
。
米

は
５
反
、
野
菜
は

１
町
、
少
量
多
品

目
で
50
～
60
種

類
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
有
機
資
源

を
使
っ
て
の
無

農
薬
栽
培
で
す

ね
。
と
れ
た
て
野

菜
は
近
く
の
産
直
市
で
販
売
し
た
り
、

主
に
は
広
島
県
内
で
す
が
関
東
の
ほ
う

に
も
送
っ
て
い
ま
す
。『
美
味
し
か
っ

た
よ
。』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

励
み
に
な
り
ま
す
ね
。

●
幸
せ
と
感
じ
る
ひ
と
と
き
は
？　
　

　
ひ
と
と
き
と
い
う
か
、
こ
う
い
う
職

業
な
の
で
朝
・
昼
・
晩
、
常
に
家
族
と

一
緒
に
い
ら
れ
る
こ
と
で
す
ね
。『
た

ま
に
は
ど
っ
か
行
っ
て
。』
っ
て
奥
さ

ん
に
言
わ
れ
ま
す
（
笑
）。（
博
さ
ん
）

●
ご
近
所
と
の
お
付
き
合
い
は
？　
　

　
ほ
ん
と
に
ご
近
所
の
方
が
あ
っ
た
か

く
て
い
い
人
ば
か
り
な
ん
で
す
。
す
ご

く
い
い
距
離
で
お
付
き
合
い
さ
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す
よ
。（
結
香
さ
ん
）

●
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

北
広
島
町
は
環
境
が
い
い
し
農
地

も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
農
業
を
や

り
た
い
若
い
人
に

も
っ
と
来
て
も
ら

い
た
い
。
い
い
と

こ
ろ
な
の
で
ぜ
ひ

来
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
農
業
を
や

り
ま
し
ょ
う
！
！
！

【
役
場 

企
画
課
か
ら
の
お
願
い
】

①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
た
め
、

　
町
内
で
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
物
件

　
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

②
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

　
る
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

　
い
た
だ
け
る
定
住
者
の
方
を
ご
紹
介

　
く
だ
さ
い
！

問 

企
画
課 

地
域
振
興
係

IP
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●
驚
い
た
こ
と
・
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　
私
は
、
県
内
で
も
あ
ま
り
雪
の
降
ら

な
い
と
こ
ろ
の
出
身
な
ん
で
す
。
こ
こ

に
来
て
初
め
て
の
冬
、
一
晩
で
50
セ
ン

チ
の
雪
が
積
も
っ
て
い
て
あ
れ
は
も
う

衝
撃
で
し
た
ね
。
洗
礼
を
受
け
た
と
い

う
か
（
笑
）。『
寒
い
と
こ
ろ
だ
な
ぁ
。』

と
は
思
っ
て
ま
し
た
け
ど
。（
博
さ
ん
）

　
こ
な
い
だ
落
花
生
と
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
を
つ
く
ろ
う
と
試
み
た
ん
で
す
。
け

ど
、
ど
っ
ち
も
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
こ
と
ご

と
く
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
、
コ
ー
ン
の

芯
が
山
積
み
に
な
っ
て
た
ん
で
す
。
あ

～
こ
こ
で
宴
会
し
た
ん
だ
、
さ
ぞ
か
し

美
味
し
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
動
物
た

ち
の
宴
の
様
子
が
浮
か
ん
で
き
て
笑
っ

ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
（
笑
）。

　
あ
と
は
、
う
～
ん
、
保
育
所
も
す
ぐ

入
所
で
き
た
し
特
に
困
る
こ
と
と
か
な

い
な
ぁ
。
そ
れ
こ
そ
、
思
い
浮
か
ば
な

い
で
す
ね
（
笑
）。（
お
二
人
）

左から若田博さん、
鼓太郎くん、結香さん
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今
月
は
平
成
27
年
の
集
落
支
援
活
動

を
振
り
返
り
ま
す
。

芸
北
地
域
で
は
、
緑
の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
と
支
援
員
が
連
携
し
、
農
産
物
の

直
売
活
動（
大
暮
地
区
）と
都
市
住
民

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
農
村
体
験
活
動

の
受
け
入
れ（
枕
地
区
）を
実
践
し
ま

し
た
。
そ
し
て
溝
口
２
区
で
は
木
の
実

な
ど
の
多
様
な
林
産
資
源
の
調
査
と
活

用
に
挑
み
、パ
テ
ィ
シ
エ（
菓
子
職
人
）

と
連
携
し
て
産
品
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

大
朝
地
域
で
は
、
筏
津
芸
術
村
の
再

生
に
地
元
自
治
組
織
の
筏
津
連
合
会
が

着
手
し
、
町
内
在
住
の
芸
術
家
を
交
え
、

運
営
体
系
の
再
構
築
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
芸
術
村
の
知
名
度
向
上
の
た

め
、
視
察
の
誘
致
活
動
や
受
け
入
れ
を

実
施
し
ま
し
た
。

千
代
田
地
域
・
畑
地
区
で
は
、
柚
子

の
新
規
販
路
開
拓
に
取
り
組
み
、
出

荷
と
町
内
流
通
体
系
を
整
備
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
複
数
の
町
内
事
業
者
に

柚
子
の
活
用
を
依
頼
し
、
今
期
は
約

１
６
０
０
個
の
柚
子
を
町
内
に
供
給
し

消
費
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
豊
平
地
域
で
は
、
女
性
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
飲
食
店
の
開
業
が
実
現

集
落
支
援
員
だ
よ
り  

し
た
り（
都
志
見
地
区
）、
竹
の
有
効

活
用
や
遊
休
施
設
の
再
活
用
の
実
践
が

始
ま
り
ま
し
た（
下
石
海
応
寺
地
区
）。

ま
た
、
長
笹
地
区
で
は
移
住
者
を
地
域

ぐ
る
み
で
迎
え
る
た
め
、「
長
笹
５
か

年
計
画
」の
作
成
が
始
ま
り
、
同
時
に

空
き
家
所
有
者
に
対
し
て
物
件
の
流
動

化
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
今
年
度
の
集
落
支
援
活
動
の

到
達
点
は
地
域
資
源
を
活
用
す
る
ま
で

の
目
途
を
付
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
と
当
た
り
前

に
な
り
、
良
い
と
こ
ろ
も
気
づ
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

支
援
活
動
で
は
、
支
援
員
に
加
え
、
各

分
野
で
活
躍
す
る
専
門
性
を
持
っ
た
町

内
在
住
の
方
々
に
地
域
の
協
議
に
参
画

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
埋
も

れ
つ
つ
あ
る
地
域
資
源
を
引
き
出
し
、

磨
い
て
も
ら
う
役
目
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
幾
つ
か
の
素
材
が
見

違
え
る
商
材
に
変
わ
り
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
感
嘆
す
る
場
面
に
立
ち
会
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

地
域
の
元
気
は「
気
付
き
」か
ら
生

ま
れ
る
も
の
で
す
。
地
域
づ
く
り
に
お

い
て
こ
の「
き
っ
か
け
」を
重
要
な
出

発
点
と
位
置
付
け
、
引
き
続
き
丁
寧
に

進
め
て
参
り
ま
す
。

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊 

一
年
を
振
り
返
っ
て

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊　
　
　

鈴
木　
昌
人

時
間
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
４

月
に
私
た
ち
協
力
隊
が
着
任
し
て
１
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
農
作
業
を

中
心
と
し
た
活
動
の
中
で
牧
草
運
び
や

草
刈
り
な
ど
、
き
つ
い
仕
事
も
あ
り
ま

し
た
。
田
舎
の
季
節
ご
と
の
忙
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

農
閑
期
と
な
り
私
は
、
大
暮
地
区
の

世
帯
を
中
心
に
訪
ね
て
、
集
落
の
聞
き

取
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
の
生

活
の
楽
し
み
や
不
安
な
こ
と
、
昔
の
生

活
と
の
違
い
な
ど
を
聞
い
て
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

こ
の
聞
き
取
り
活
動
を
始
め
て
、
多

く
の
お
年
寄
り
の
方
々
が
若
者
と
話
が

出
来
る
こ
と
を
喜
ん
で
下
さ
っ
た
点
が

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
着
任
の
間
、
芸
北
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
特

に「
交
流
」の
言
葉
の
意
味
を
深
く
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
芸
北
の

方
々
と
一
緒
に
過
ご
す
中
で
、「
交
流
」

と
は
生
活
に
新
し
い
刺
激
を
与
え
、
生

き
が
い
と
な
る
大
事
な
機
会
な
の
だ
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

自
分
な
り
の「
交
流
」を
任
期
の
最
後

ま
で
、
そ
し
て
任
期
後
も
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞き取り活動では
「話が 弾むと若返
る」と言ってもらえ
てうれしかった

写真左端が鈴木隊員、右端が吉田隊員
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日本代表として出場された西村さん
農業委員会市川会長から、箕野町長へ要望書を提出

テレマークスキーのワールドカップフランス大会
豊平地域西宗の西

にしむらひかる

村輝さんが出場
　１月30日（土）～２月２日（火）にフランス・
コンタミンヌで開催されたテレマークスキー

（＊）のワールドカップフランス大会に西宗在住
の西村輝さんが日本の代表として出場されまし
た。現在もアルペン選手として取り組み、今年
も国体出場されますが、昨年からテレマークス
キーのトレーニングを開始し、年末年始にかけ
て開催のワールドカップ選考で出場権利を獲得
されました。

北広島町農業委員会から
地域農業施策等に関する要望書提出
　近年農業を取り巻く諸情勢は非常に厳しい状
況にあり、さらに農業従事者の高齢化に伴う農
業労働力の脆弱化、高齢者不足、遊休農地の増
加、畦畔管理など、色々な課題が表れています。
このような状況の中、力強い農業構造を実現し
ていくために、北広島町農業委員会では、１月
20日（水）、市

いちかわよしかず
川由和会長から町長に地域農業

施策等に関する要望書を提出しました。

新庄高校出身・プロ野球巨人軍の田口選手
新庄小学校で田口投手が講演
　１月18日（月）、新庄小学校にプロ野球巨人
軍の田

た ぐ ち か ず と
口麗斗選手が来校し、夢の実現をテーマ

に講演されました。田口選手から児童の皆さん
に「好きなものや夢中になれる事をみつけてほ
しい」「夢をあきらめないで挑戦し続けてほし
い」などたくさんのアドバイスやメッセージが
送られました。児童から田口選手への質問の時
間には、たくさん手が挙がり、児童は目をきら
きらさせながら田口選手の話に聞き入っていま
した。講演の後、田口選手が教室を訪問し、児
童との交流の時間もありました。

田口選手の講演を熱心に聴く児童の皆さん

「高校生による中山間地域わくわく事業」
高校生による地域活性化プラン発表会
　１月20日（水）、役場本庁で千代田高等学校
と加計高等学校芸北分校の生徒による地域活性
化プランの発表と意見交換が行われました。町
議会議員、町長、教育長などが出席する中、千
代田高校の生徒は、地元の特産品を活用したト
マト大福やおコメのムースを持参しておもてな
しの発表を行いました。芸北分校の生徒は、地
域資源である雪を活かして雪合戦による集客を
考える発表でした。発表後のアドバイスや意見
により今後につながる有意義な会でした。

▲千代田高等学校の
生徒による発表

＊テレマークスキーは、19 世紀後半にノルウェー南部のテレマ
ルク地方を中心に発展した現代スキーの原型とも言えるスタイ
ル。スキー板にブーツのつま先だけを固定し、踵を浮かす事が
できるのが最大の特徴。

▲加計高等学校芸北分校の
生徒による発表
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【祝】平成28年北広島町成人式
成人された皆さん ご家族の皆さん おめでとうございます！

新成人の新しいスタート
　１月10日（日）、ＪＡ広島北部千代田支店で、北広島町成人式が行われました。町内在住者や町
出身者など、今年の対象者となる新成人232人のうち、154人が出席しました。式典では、新成人
を代表して乙田武さんが記念品の贈呈を受け、下清田香理さんが謝辞を述べ、中谷克志さんが20
歳のメッセージを発表。講演は、北広島町芸北地域出身のヒラト産業株式会社 空城さくら亭支配
人 勝田誠二さん。会場は、スーツや華やかな振り袖姿の新成人でにぎわい、仲間との再会に笑顔
があふれていました。新成人の皆さん、家族や周囲の方々へ感謝の気持ちを忘れずにそれぞれの夢
や輝く未来に向かって羽ばたいてください。ふるさと北広島町は皆さんを応援しています。

新成人の皆さん 今後のご活躍をお祈りしています！！

集合写真・千代田 集合写真・大朝

集合写真・豊平 集合写真・芸北

新成人代表 下清田 香理さん
による謝辞

新成人を代表して
中谷 克志さんによる
20 歳のメッセージ

新成人代表 乙田 武さん
記念品贈呈

 勝田 誠二さんによる講演
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

■
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
ワ

　
ク
チ
ン
予
防
接
種

　
今
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
実
施
期
間
は
、
３
月
31

日（
木
）ま
で
で
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
は
、
肺
炎
に
か
か
ら
な
い
、

ま
た
は
、
か
か
っ
て
も
重
い
症
状
に
な

る
の
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
で
す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
す
で
に
個
別

に
通
知
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
ご

確
認
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
年
齢
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
３
月
定
期
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
３
月
募
集

を
行
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
ま
た
は
各
支
所
建
設
管
理
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
義
務
教
育
終
了
祝
金

　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
児
童
が
、

健
や
か
に
、
か
つ
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
よ
う
激
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

義
務
教
育
終
了
祝
金（
１
万
円
）を
支

給
し
ま
す
。
該
当
の
方
は
、
３
月
31

日（
木
）ま
で
に
役
場
福
祉
課
ま
た
は
、

各
支
所
地
域
振
興
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
お
よ
び
支
給
要
件

　
本
町
に
１
年
以
上
在
住
し
、
平
成
28

年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子
家

庭
お
よ
び
父
子
家
庭
の
児
童

提
出
書
類　
義
務
教
育
終
了
祝
金
申
請

　
　
　
　
　
書
及
び
請
求
書

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
１
８
５
１

■
広
島
県
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
の
終
了

　
広
島
県
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

の
予
防
を
目
的
と
し
て
、
主
に
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
及
び
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
平
成
26
年
度
か
ら
検
査
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年

３
月
31
日
（
木
）
で
終
了
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
広
島
県
感
染
症
・
疾
病
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
５
０
‐
２
０
４
１

保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
歯
周
疾
患
検
診

　
歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で

す
。
検
診
を
受
け
て
、
お
口
の
中
の
様

子
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
を
守
る
た
め
に
と
て
も
大
切
で

す
。
節
目
年
齢(

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、

70
歳)

の
方
に
は
、
個
別
に
歯
周
疾
患

検
診
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
実
施
期
間
は
、３
月
31
日（
木
）

ま
で
で
す
。
必
要
事
項
を
ご
確
認
の
上
、

町
内
の
歯
科
医
院
に
予
約
し
、
受
診
券

と
自
己
負
担
金
５
０
０
円
を
持
っ
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
年
齢
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

募
集
住
宅

　
溝
口
第
２
団
地　
　
　
　
　
（
芸
北
）

　
有
間
団
地　
　
　
　
　
　
（
千
代
田
）

申
込
受
付
期
間

　
３
月
１
日（
火
）～
３
月
11
日（
金
）

　
＊
土
・
日
を
除
く

※
入
居
可
能
日
は
平
成
28
年
４
月
４
日

　
（
月
）以
降
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
受
付
期
間

　
終
了
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

　
芸
北
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
２
１
１
２

　
大
朝
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
８
０
０
１

　
豊
平
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
１
１
２
４

■
平
成
28
年
度
北
広
島
町
農
業
塾
開
校

　
平
成
28
年
度
北
広
島
町
農
業
塾
を
定

年
退
職
者
・
新
規
農
業
後
継
者
を
中
心

と
し
た
新
た
な
農
業
従
事
者
の
育
成
確

保
を
目
的
と
し
て
開
校
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
農
業
一
般
に
つ
い
て
の
基

礎
的
知
識
の
習
得
か
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
す
講
義
や
現
地
研
修
会
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の
方

は
、
お
気
軽
に
役
場
農
林
課
ま
た
は
各

支
所
産
業
振
興
係
、
各
農
協
支
店
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て

申
込
受
付
期
間　

　
３
月
７
日（
月
）～
３
月
25
日（
金
）

問
農
林
課
農
業
振
興
係
IP
☎
１
８
５
７

■
放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
１
学

期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　
出
願
は
、
３
月
20
日（
日
）ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

■
自
衛
官
募
集

　
自
衛
官
募
集
を
行
い
ま
す
。
試
験
日

な
ど
は
下
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
資
格
な
ど
、
く
わ
し
い
こ
と

は
自
衛
隊
の
可
部
募
集
案
内
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

　
　
☎
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０

　
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.　

　

m
od.go.jp/pco/hiroshim

a/

種目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛隊
幹部候補
生（一般）

大卒程度試験 22歳以上26歳未満の方
平成28年３月１日（火）
～平成28年５月上旬

１次：５月中旬(筆記試験)
２次：６月中旬(口述試験・身体検査)
＊飛行要員は３次試験があります院卒者試験 20歳以上2８歳未満の方

自衛官候補生 18歳～27歳未満の方 年間を通じて受け付け
ています 受付時にお知らせします

予備自衛官補※
（一般・技能）

一般　18歳～34歳未満の方
技能　18歳以上で国家資格を
　　　 有する方

平成28年１月８日（金）
～平成28年４月８日（金）

平成28年４月15日（金）～19日（火）
のいずれか１日

※ 予備自衛官補は、自衛官の勤務経験がない方が３年間に 50 日の訓練経験を経たのちに予備自衛官に任用される制度です。
予備自衛官は、普段は社会人として、それぞれの仕事に従事しながら、訓練召集に応じ、有事には防衛召集に応じて出頭し、
警備や後方支援などの任務にあたります。

毎月第一土曜日は「ひろしま環境の日」

　
　３月５日（土）　
　やってみよう省エネ生活！　
　～電化製品は主電源を切り、
　　待機電力を減らそう～

問町民課 環境管理室 
 IP☎０５０－５８１２－１８５４

■
南
の
島
で
国
際
交
流 

40
周
年
記
念

　
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島 

　
参
加
者
募
集

　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会（
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
認
定
）

で
は
、「
第
40
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
」の
参
加
者
を
全
国
か
ら
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
沖
縄

に
近
い
南
の
島「
ヨ
ロ
ン
島
」の
サ
ン

ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
、
全

国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
共
同
生
活

（
民
宿
）や
様
々
な
野
外
活
動（
海
水
浴
、

イ
カ
ダ
作
り
＆
イ
カ
ダ
こ
ぎ
、
さ
と
う

き
び
刈
り
＆
絞
り
、
洞
窟
探
検
な
ど
）

を
通
し
て
友
達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、

お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

期
間　
３
月
26
日（
土
）～
４
月
１
日（
金
）

　
　
　
６
泊
７
日

場
所　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員　
日
本
人
小
学
生
２
０
０
人
、

　
　
　
在
日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
人

締
切　
３
月
４
日（
金
）

問
公
益
財
団
法
人 

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w

w
.kskk.or.jp/
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仕事の内容 事　業　所　名 事　業　所　名
看護師・准看護師 （医）社団慶寿会 千代田中央病院　 （医）明和会
看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 北広島町社会福祉協議会
特別養護老人ホーム やすらぎ （医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所

（医）明和会 社会福祉法人 三矢会

小売店販売員など

Life shop かわすみ ローソン千代田インター店
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫ （株）Aコープ西日本≪Aコープちよだ店≫
（株）フレスタ　サンクス店 メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫ （株）スミヨシ　ドコモショップ千代田店
（株）コムズ　サンクス店 （株）ザグザグ 《ドラッグストア ザグザグ千代田店》

メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫ じゅえりー　中岡
高谷（株）ファッションハウスルックルック千代田店 （株）ジュンテンドー千代田店

事務員など

ヤマト運輸（株）広島千代田センター （株）芸北プラモーション（芸北オークガーデン）
広島北ホテル エコートレーディング（株）広島支店
テクノレイク（株） （株）ショウワコーポレーション
広島市農業協同組合 広島北部農業協同組合

土木作業員 第一コンテク（株）

調理人
千代田OGMゴルフ倶楽部 特別養護老人ホーム やまゆり
富士産業（株）中国事業部

接客・調理補助
など

千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）むさし
レストハウス大朝 （株）どんぐり村

（有）新見仕出し店 広島北ホテル
おおあさ鳴滝露天温泉 （株）芸北プラモーション（芸北オークガーデン）
エームサービスジャパン（株）やまびこ広島工場事業所 田原温泉5000年風呂
きたひろ市場 お好み焼き 三八 松浦
ガスト広島　千代田店 （株）亀の家（アザレア千代田）

（株）サルボ両備　寒曳売店 益水興産（有）カフェレストみぶ
（株）ひろし本店 広島アルミ工業内ウオクニ（株）広島支店

食品製造など
（株）タカキベーカリー千代田工場 （株）キャリアメイク
（株）フレスタ　サンクス店 （株）インプレックス
(株)ウィルエージェンシー広島支店 丸二（株）

製造作業員（工場
作業）

（株）キャリアメイク 東洋ワーク（株）広島営業所
津久田工業（株） 西川物産（株）千代田工場
(株)ショウワコーポレーション （株）サルツ

（有）千代田ハーネス （株）ダスキンプロダクト 中四国
（株）積水化成品山口 テクノレイク（株）
（株）やまびこ広島事業所

配達員 日本郵便（株）
倉庫作業など エコートレーディング広島支店（株） 福山通運（株）広島北支店

清掃
（株）さんびる 富士産業（株）中国事業部
千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）ひろし本店
益水興産（有）

美容師 （有）エルモ ku-ra　HAIR FIT
キャディ 千代田OGMゴルフ倶楽部
交通誘導警備員 （株）タック

農業
西日本高速道路エンジニアリング中国（株）北広島農場 （有）千代田ファーム
三島食品（株） 北広島町農園事業 紫の里

管理人 大和ライフネクスト（株）
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合も あります。

人情報コーナー求
平成28年２月10日現在 ● 正社員の募集 ● パートの募集

仕事の内容 事　業　所　名

看護師・准看護師
など

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
立川医院

（医）明和会

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）明和会
社会福祉法人 みぶ福祉会

（有）トリオ　きららの里
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

小売店販売員など
（有）かわすみ
ａｕショップ　北広島店
広島県中古自動車販売商工組合

営業 （有）ハナキ保険企画

土木建築作業員・
設備作業員など

(株)千代田工務店
(株)竹下建設
(株)広栄建設産業

（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
（株）服部組
(株)美和建設
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電気サービスセンター

調理人
広島北ホテル
益水興産（有）

接客業務など 広島北ホテル
食品製造など 丸二（株）

製造作業員（工場
作業など）

（株）玉屋金属
（株）大田鋳造所千代田事業所
津久田工業（株）
テクノレイク（株）
エーエスレジン（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
(株）ジャパンエンジニアリング・ワークス千代田工場
橋渡サービス
(株)ショウワコーポレーション
(株)エムジー・カーズ千代田

廃棄物処理作業員 (株)輝陽

運転手（トラック・
機械・バス・タク
シーなど）

今井運送(株)
美和運送(株)
福山通運（株）広島北支店
山県東部生コン（株）

（有）大朝交通
千代田運送(株)
北広島タクシー（株）(旧・千代田タクシー）
(株)美和建設

自動車技術（トラック整備） 今井運送(株)
保育士 さつきヶ丘保育所
農業 （有）千代田ファーム

林業
（有）大内林業
（有）中越木材

美容師 ku-ra　HAIR FIT
スポーツ 大朝まちづくり（有）

問 北広島町求人情報センター（企画課 地域振興係内） 
  IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６ 
  Webサイト   http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

音声ガイダンスを利用した
架空請求に気を付けて！

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［１月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,411 人 （44 減）

    転　入 30 人

    転　出 52 人

　 出　生 12 人

　 死　亡 34 人

    世帯数 8,459 世帯 （24 減）

>>> Editor's postscript 編集後記

心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課 健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課 地域福祉係　IP ☎１８５１

Stop
費者トラブル消

●国民健康保険税［ 8 期 ］
●後期高齢者医療保険料［ 8 期 ］

●国民健康保険税［ ９期 ］

 ２月29日（月）
平成28年

 3月31日（木）

◆立春。暦の上では春になりましたが、まだ
まだ厳しい寒さが続いています。青空が広が
っても空気は冷え切っていたり、雪が舞った
りと暖かい春の日になるには、もうしばらく
時間がかかりそうです。週末になると、時々
図書館へ足を運びます。四季を通じて行くた
びに春には春の、夏には夏の季節感を感じて
新しい発見があります。また偶然の出会いの
ような、この機会を待っていたかのような本
や映画との出会いがあります。何かを探して
いた時には想像以上の世界が広がります。希
望あふれる未来でありますように。（小）

　携帯電話に着信があったので、かけ直すと
「動画コンテンツに登録し料金を滞納している。
支払わなければ民事訴訟を起こす」という音声
ガイダンスが流れた。「料金を知りたい方は1を、
心当たりのない人は2を」と言われたので「2」
を押したところ、電話が繋がり、いきなり名前
を聞かれた。そこで、先方の名前を尋ねたら電
話を切られた。電話
の内容に心当たりが
ない。（70歳代　男性）

（参考：見守り新鮮情
報　第242号より）

≪アドバイス≫　
●非通知や見知らぬ電話番号に出たり、かけ直

したりしないようにしましょう。
●「訴訟を起こす」などと言われ不安になって

も、決して金銭の要求に応じてはいけません。
覚えのない請求は無視しましょう。

●他にも、音声ガイダンスを使って、公共機関
名をかたったり、給付金などの支給などと
いって個人情報を取得しようとする手口もあ
ります。疑問や不安を感じたとき、相手には
連絡せず、まず北広島町人権・生活総合相談
センター（消費生活相談室）または広島県生
活センターにご相談ください。
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№
 133  平

成
28年

２
月

19日
発

行
発

行
／

北
広

島
町

　
　

編
集

／
総

務
課

広報きたひろしま3 月号
〒

731-1595　
広

島
県

山
県

郡
北

広
島

町
有

田
1234

Tel 050-5812-2111　
Fax 0826-72-5242

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.kitahiroshim
a.lg.jp/

北
広
島
町
を
離
れ
、
広
島
市
及
び
近
郊
に
在
住
す
る「
ふ
る
さ
と
会（
旧
芸
北
町
・
大
朝
町
・
千
代
田
町
・
豊
平
町
の
出
身
者
の
会
）
」

の
方
か
ら
、
ふ
る
さ
と
北
広
島
町
へ
の
思
い
を
写
真
や
書
な
ど
の
作
品
と
文
章
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
回
を
広
島
芸
北
会
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

｢

山
県
郡
友
会｣

は
１
９
５
４（
昭

和
29
）年
11
月
20
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
は
山
県
郡
出
身
者
の
親
睦
会

と
し
て
始
ま
っ
た
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
設
立
経

緯
は
も
っ
と
違
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

の
で
す
。
実
は
大
朝
町
出
身
の
渡
辺
忠

雄
氏
を
広
島
市
長
に
送
り
出
す
た
め
に

山
県
郡
出
身
者
が
結
集
し
た
選
挙
支
援

母
体
だ
っ
た
の
で
す
。

　

野
田
晴
人
著｢

広
島
有
情｣

に
よ
る

と「
２
度
に
わ
た
る
敗
北
の
総
括(

反

省)

は
選
挙
資
金
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と

と
、
も
う
一
つ
は
岡
山
師
範
か
ら
中
央

大
学
に
進
学
し
た
渡
辺
氏
は
在
学
中
に

司
法
・
行
政
の
試
験
を
パ
ス
し
て
弁
護

士
に
な
っ
た
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
り
広

島
周
辺
に
同
級
生
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
選
挙
が
終
わ
っ
て
私
が
着
想
し
た

こ
と
は「
在
広
山
県
郡
友
録
」の
出
版

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
山
県
郡
か
ら
広
島

市
に
出
て
い
る
人
は
一
体
ど
の
く
ら
い

の
数
に
な
ろ
う
か
、
こ
れ
を
調
べ
る
こ

と
は
渡
辺
先
生
の
よ
う
な
選
挙
に
は
当

然
必
要
に
な
る(

略)

…
」

　
こ
う
し
て
８
月
に
広
浜
新
聞
社
か
ら

発
刊
さ
れ
た「
在
広
山
県
郡
友
録
」に

は
３
５
０
０
名
の
名
簿
が
搭
載
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
間
も
な
い
11
月
に
結
成
さ
れ

た｢

在
広
山
県
郡
友
会(

現
在
の
広
島

山
県
郡
友
会)｣

こ
そ
が
正
に
渡
辺
氏

を
広
島
市
長
に
担
ぎ
出
す
導
火
線
と

な
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
行
わ
れ
た

翌
年
４
月
の
広
島
市
長
選
挙
は
大
本
命

だ
っ
た
現
職
の
浜
井
信
三
氏
を
わ
ず
か

１
５
７
７
票
の
差
で
破
っ
て
渡
辺
忠
雄

氏
が
見
事
に
第
22
代
の
広
島
市
長
に
当

選
し
た
の
で
す
。
ま
さ
に「
山
県
郡
友

会
こ
こ
に
あ
り
！
」で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
発
足
し
た
山
県
郡

友
会
で
す
が
、
と
り
わ
け
神
楽
競
演
大

会
を
継
続
し
て
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
大
会
運
営
の
資
金
不
足
で
一

時
は
開
催
中
止
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
決

し
て
平
た
ん
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
山
県
郡
の
出
身
者

で
あ
る
と
い
う
誇
り
と
連
帯
感
、
神
楽

に
対
す
る
情
熱
と
郷
土
愛
が
山
県
郡
友

会
の
今
日
ま
で
の
発
展
を
支
え
て
き
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
２
０
０
４（
平
成
16
）年
の

創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て｢

山
県

郡
友
会
史｣

を
発
刊
し
て
合
併
前
の
ふ

る
さ
と
の
様
子
を
記
録
に
残
し
、「
郡

友
会
だ
よ
り
」は
昨
年
秋
で
第
20
号
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
会
の
趣
旨
に
感
銘

し
た
著
名
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
松
永
真
氏
か
ら
山
県
郡
内
の
７
か

町
村
の
連
帯
を
表
現
し
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
寄
贈
を
受
け
、会
旗
、名
刺
、

襟
章
な
ど
に
展
開
し
て
会
員
の
結
束
の

象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
＂ふ
る
さ
と
会
＂と
言
わ
れ

る
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
郷
土

芸
能
の｢

神
楽
大
会｣

を
主
催
し
て
芸

術
、
文
化
の
保
存
・
振
興
・
発
展
に
取

り
組
ん
で
い
る
山
県
郡
友
会
の
よ
う
な

組
織
は
非
常
に
稀
有
と
言
え
ま
す
。

　
62
年
目
の
今
年
の
総
会
は
３
月
21
日

に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

開
催
し
ま
す
。

《
広
島
芸
北
会
会
長
・
広
島
山
県
郡
友

会
副
会
長　

反
田
豊
昭
さ
ん（
北
広
島

町
八
幡
出
身 

）》

昨年の総会でのアトラクション 筏津神楽団「八岐大蛇」 郡友会だより

「
山
県
郡
友
会
」
誕
生
秘
話

在広山県郡友録


